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研究成果の概要（和文）：本研究では、ふたつの日本語文学圏－米国日系一世コミュニティと日本国内－における文学
作品や投稿作文について、日本語の書き言葉が言文一致体に収束してゆく１９世紀末から２０世紀初頭の時期に焦点を
あてて調査を行った。その結果、両地域において、古典的な修辞の型を利用した表現が広く浸透し、それが国民国家構
築のために大きな役割を果たしたことがわかった。とくに、これまで評価すべき文学活動はなかったとみなされてきた
ハワイにおいて、豊かな日本語文学作品が数多く残されていることを明らかにし、そこにみられる古典的・類型的表現
が、現地日系人コミュニティの統合に大きな力を発揮したことを指摘した。

研究成果の概要（英文）：In this study,literary works and readers' literary contributions from two spheres 
of Japanese language writing - Japan proper and Japanese issei (first generation) community in the USA - a
re surveyed, with a focus on the period from 19th to the early 20th century, when genbun itchi - or the co
nvergence of the written and spoken forms of the Japanese language - began to occur. The results of the su
rvey indicated that in both regions, expressions in the classical rhetoric styles are widespread, and that
 this played an importnat role in the building of a national identity. In particular, in Hawaii, which has
 thus far not been considered to have a literary culture that is worthly of evaluation, it was established
 that many rich Japanese language works have been handed down. It was also noted that the classical typolo
gical expressions found in those works exerted great power in the integration of the local Japanese Americ
an community.
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）小説の成立と〈書く読者〉 
近代日本における小説というジャンルの

成立と、小説読者の〈書く行為〉は、深く結
びついている。これは、文芸ジャンルの再編
成プロセスと作文ジャンルの歴史的変化と
の対応からもわかる。たとえば、夏目漱石の
初期作品は、滑稽本、読本、紀行文など、江
戸文芸の諸ジャンルに由来する約束事（文体、
プロット、読みのコードなど）を駆使してい
るが、これらのジャンルは、同時代の文芸雑
誌・学生向け雑誌・投稿専門雑誌等の投稿欄
や作文書に見られる作文のジャンル区分（美
文、写生文、叙事文、叙情文、小品文、紀行
文など）と対応している。 
『明治期刊行図書目録』は 2713 点の作文

書を記録しているが、これはもっとも発行点
数の多い「近代小説」（3071 点）に次ぐもの
であり、作文は明治文化において大きな領域
を占めていた。以上の点から、近代小説とい
うジャンルの成立を支えたのが、これらのみ
ずから書く読者たちであったことが予想さ
れ、読者の書く営みと、文学作品や文学をめ
ぐる諸制度との関連を明らかにする必要が
あると考えた。 
 
（２）内地における文学と作文 
近代小説とその読者層が形成される 19 世

紀末から 20 世紀初頭の日清・日露戦争期に
焦点をあてて、作文書や雑誌投稿欄に掲載さ
れた作文の主題や文体を調査すると、もっと
も多く見られるのは、四季折々の美に溢れる
美しい故郷を、古典的修辞を駆使して歌いあ
げるというものである。作文投稿制度は、中
等教育層を、「四季美溢れる自然に恵まれた
故郷」という帰るべき場所をもちながら、国
家主義のもとで展開された資本主義体制下
の競争に参入してゆく主体に作り上げる場
として機能したと考えられる。そして、その
ような書く営みと、文学という領域の成立は
深く結びついていることが想定された。 
 
 
２．研究の目的 
以上のような想定のもと、本研究では、日

本国内で発行された作文書や雑誌投稿欄の
調査を進めるとともに、同時期にアメリカ合
衆国やハワイに移り住み、日本語で読み書き
した日系移民一世の日本語文学作品と比較
することを目指した。 

1890 年代から 1910 年代の日清・日露戦争
期において、作文教育と投稿制度は、中等教
育層を国民化するために大きな役割を果た
した。本研究では、国内における「国語」思
想の成立を踏まえ、日本国内と米国における
日本語文学作品・投稿作品を、自然観や故郷
観とその表現方法に注目しながら比較し、
「日本語で書くこと」と「国家主義」がどの
ような関係にあったのかという問題を解明

することを目的とした。 
すなわち、国内においては、無意識的に一

体化しやすい日本語と自然美と故郷観や国
家観とが、異なる言語・気候のもとに生きる
人々の間でどのように機能したのかを探り、
国内外での状況を比較することで、文学や言
語と国家主義との関係をめぐる新たな視座
を得ることが出来ると考えた。その際、とく
に古典的定型表現の役割に注目し、言語表現
の歴史的蓄積が、共同体形成にどのような機
能を果たすのかを明らかにしようとした。 
 
 
３．研究の方法 
言文一致体が普及し、小説というジャンル

が成立してゆく 19世紀後半から 20世紀初め
の日清・日露戦争期に焦点をあてて、次の２
つの側面から研究を行う。 
 
（１）日本国内で発行された作文書や、文章
雑誌・文芸雑誌・学生向け雑誌・投稿専門雑
誌等の投稿欄に掲載された作文の、主題・ジ
ャンル・文体等を調査する。この調査を通し
て、近代小説ジャンルの成立を、印刷メディ
アの発展、小説読者層の創成から考察すると
ともに、中等教育層の書く営みが、文学を経
由していかに国家主義の成立を下支えした
かを考察する。 
 
（２）この時期、多くの人々が出稼ぎや留学
のために渡航したアメリカ合衆国西海岸地
域およびハワイにおいて、19 世紀末から 20
世紀初めにかけて発行された日本語新聞・雑
誌の調査を行う。その際、文芸作品、文芸関
連記事、投稿欄を重点的に調べ、掲載作品の
主題・ジャンル・文体と、日系人コミュニテ
ィの動向との関連に留意する。同時に、米国
日系人社会で用いられた作文書・副読本類の
調査も行う。さらに、渡航に関してどのよう
な情報が国内で流通していたのかを知るた
めに、ハワイや北米等での労働や留学を勧め
現地情報を伝えた移民関連図書、総合雑誌や
経済雑誌等における移民関連記事等も適宜
参照する。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下の２点に大きく分け
られる（下記５.参照）。 
 
（１）日本国内における文学と作文 
 
①作文の時代 
近代日本の小説読者層の形成が、読者が文

章を書き投稿するという営みと一体となっ
て進められたこと、投稿作文の様々なジャン
ルとその特色について明らかにし、著書『漱
石の文法』第１章「書く読者たち」・第１節
「作文の時代」および論文「阪本四方太と写
生文」で述べた。 



 
②作文と規範 
投稿作文が様々な規範のもとで生産され

ていたことを、立身出世主義、天皇制とジェ
ンダー、帝国主義化における古典文化の役割
等の観点から分析し、講演「〈私〉をつくる
教室－文・メディア・自然－」でその一部を
述べた上で、著書『漱石の文法』の第１章第
２節「作文をめぐる制度」および論文「見出
される〈帝国日本〉の文化－日清・日露戦争
期の作文教育と自然・故郷・古典－」にまと
めた。 
 
③故郷観・自然観との関係 
投稿作文にもっともよく見られる型は、故

郷の美しい自然を古典的定型表現を駆使し
て歌いあげるものである。このような作文は、
地方から都市部へ立身出世を目指して出郷
した青年たちが、〈美しくかけがえのない故
郷〉という価値を構築することで、資本主義
体制下の競争に参加してゆく主体を形成す
る機能を持ったことを明らかにし、論文「〈美
しい故郷〉の描き方－1890-1900 年代におけ
る出郷物語とレトリック」および著書『漱石
の文法』第１章第３節「美しい故郷の描き方
－立身出世物語とレトリック」（前掲論文に
大幅に加筆）で述べた。また、自然表象の史
的変化の一例として、近代日本における蘚苔
類の表象が、古典文化への連想に満ちた定型
表現を次第に脱し、光学機器の大衆化によっ
て変容していく様を、論文「日本近代文学に
おけるコケの表象とその変容」で概観した。 
 
④作者・作家像の歴史的変化と〈書く読者〉 
みずから文章を書いて雑誌などに投稿し、

書くためにプロの文章を読む読者から見る
とき、作者や作家という概念はこれまでとは
違った姿を見せる。このことを夏目漱石と太
宰治を例に明らかにした。 
 夏目漱石は、小説家として人気を博する以
前に、文章家として認知され親しまれていた。
このことは、戦前期を通じて数多く出版され
た文範集－作文の手本となる名文の抄録集
－に、『草枕』『虞美人草』『吾輩は猫である』
『倫敦塔』などの作品が高い頻度で収録され
ていることからもよくわかる。文章の手本と
して漱石作品を読んでいた読者たちにとっ
て、うまく文章が書けるようになることは、
社会で有用な人材として活躍することとほ
ぼ同義だった。 
しかし漱石を小説家・作家とみなす読者は、

文章を書くことや作家であることは、社会か
らのドロップアウトも辞さない求道的行為
であるとみなすようになっていく。以上のよ
うな歴史的変化を講演「夏目漱石と〈書く読
者〉」および学会発表「文体・ジャンルの社
会的機能と〈作家/作者〉－〈書く読者〉が
見た夏目漱石」で述べるとともに、同題の論
文にまとめた。 
太宰治についても、書く読者から見ると、

これまでとは違う姿が見えてくる。昭和初期、
プロの作家をめざす読者に向けて小説や脚
本の書き方などを教える雑誌が刊行され、
「求道の人」という作家像が大衆の差異化へ
の欲望に利用されるとともに、そのような作
家観が文学を特別視する狭小なものである
と批判する見方も力を持った。文学・作家・
活字メディアの社会的布置をめぐるこのよ
うな根底的な変容のプロセスのなかに太宰
の自己戯画化があったことを指摘し、論文
「太宰治と〈書く読者〉―商品化する“悲劇
の作家”－」で述べた。 
 
（２）米国日系移民社会における文学と作文 
 
①合衆国西海岸地域 
文学読者の書く営みと国家主義とは、多く

の日本人が移民として移り住んだアメリカ
合衆国西海岸地域の日本語コミュニティで
はどのように関連したのか、20 世紀初頭の米
国西部における代表的邦字紙「新世界」の投
稿欄にみられる文学作品の主題、ジャンル、
文体等を、同時期の日本国内の投稿作品と比
較し、この時期の「新世界」投稿欄に、古典
文学に典拠を持つ定型表現がジャンルを問
わず多く見られること、眼前にあるアメリカ
の自然や人事ではなく、ことさらに紋切り型
の〈日本〉イメージがくり返し発表され受容
されていることを明らかにし、その理由を探
った。 
立志に伴う離郷や友情が、春秋の季節感溢

れる美文調で表現される点は国内外で共通
するものの、国内ではより無意識的に進んだ
言葉と自然表象と国民意識の一体化は、日系
移民社会では積極的な感性の選択と自己構
築であったことを明らかにし、論文「異郷に
響く歌－日系アメリカ移民が見た〈日本〉」
として発表した。 
 
②ハワイ 
ハワイ日系日本語文学の草創期は、日本語

の書き言葉が大きく変容した日清・日露戦争
期にあたる。この時期のハワイでは、書くこ
とを必ずしも専門としない読者らの投稿文
学作品が、邦字紙誌を賑わしていた。掲載作
品の多くは、眼前にはない日本の自然や風景
を、古典的修辞と美意識によって表現するも
のだった。 
これらの作品は、これまでその存在もほと

んど明らかにされておらず、研究の対象にな
ってこなかったが、ハワイ大学マノア校ハミ
ルトン図書館において「やまと新聞」「布哇
新聞」「日布時事」「布哇新報」「Honolulu News」
「ヒロ新報」等の、この時期に刊行されてい
た邦字紙の調査を行ったところ、こうした投
稿文学作品は、内地の感性や価値観が通用し
ない現地社会で、内地の自然表象の反復・類
比・置換等によって、境遇も出自も言葉も異
なる人々を〈日本人〉にまとめあげ、また編
み直す機能を持っていたことが明らかにな



った。同様の結果は、和歌山市民図書館移民
資料室所蔵の、ハワイで当時発行された日本
語雑誌や図書においても確認できた。以上の
内容を論文「「やまと新聞」投稿欄にみるハ
ワイ日系日本語文学の草創期」において述べ
た。 
 

③その他 
全米日系人博物館（Japanese American 

National Museum）、カリフォルニア大学ロサ
ンゼルス校、ハワイ日本文化センター
（Japanese Cultural Center of Hawaii）、
東京大学法学政治学研究科附属近代日本法
政史料センター（明治新聞雑誌文庫）、和歌
山市民図書館移民資料室等において資料調
査を行った。全米日系人博物館では、Takeshi 
Ban Papers, Rafu Uwamachi Daini Gakuin 
Records, Shogo Myaida Papers, West Adams 
Christian Church Records の調査を行った。
カリフォルニア大学ロサンゼルス校では、主
に日本語教育関連資料の調査を行うととも
に、Seiji M.Lippit 教授より知見の提供を受
けた。ハワイ日本文化センターでは、日本語
教科書・副読本、短歌・俳句集等の調査を行
った。また、明治新聞雑誌文庫において、「力
行」「力行世界」「中学世界」「少年世界」「国
民新聞」「東洋経済新報」等の調査を行った。
和歌山市民図書館においては、邦字紙誌、現
地発行図書、渡航情報書、移民雑誌、総合雑
誌掲載の移民関連情報等の調査を行った。 
また、ロサンゼルス、サンノゼ、サンフラ

ンシスコにおいて、南カリフォルニア州鳥取
県人会、同会の渡邊繁雄会長、竹安成夫・栄
子ご夫妻、サンフランシスコ鳥取県人会の
Robin Kawabata 氏、小橋司氏、サンノゼ別院
日本語学校（ Buddhist Church Japanese 
Language School）の小橋陽子氏、友愛会、
サンノゼ日系人博物館ボランティアのみな
さんのご協力を得て、日系二世の方々に、日
本語メディア環境、日英語教育歴、日英語の
使い分け、芸能に関する体験等を中心にイン
タビューを行うとともに資料や知見の提供
を受けた。また、曹洞宗両大本山北米別院禅
宗寺から所蔵資料の閲覧を許可していただ
いた。 
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